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審査要旨 (2000字以内)

最終試験として， 2016年2月8日午前9時から 60分の論文発表の後30分の質疑応答を行い，そ

の後審査委員会を開催した。

審査委員会では，まず主査から当該論文について，研究の目的，研究手段，実験結果および議論に

ついて説明があった。論文では，主に Coを含む遷移金属間化合物の純良単結品の育成，磁化， 磁化

率，電気抵抗率，熱電能，ホール効果，比熱およびドハース ・ファンアルフェン @!竺些i効果の測定



審査要旨

を行いその電子状態を明らかにした.電気抵抗と熱電能については，高圧力下での測定を行った.研

究成果は次の通りである

(1)異なる正方晶結品構造のV2Ga5，CoGa3， TiGa3， ZrGa3， and ZrAhの純良単結晶を自己ブラック

ス法で育成し dHvA効果の測定を行った.実J験結果とバンド計算とを比較して結晶構造と電子状態と

"1主
1可、
Yわ関連を研究した.(2) Zr2Coの純良単結晶を育成しその超伝導特性を詳細に調べた.その結果，電

子争綿糸.^(減恥対円何?率先与常正マャ 5.2防相手導的界中ーま.8_Gf>a Cl)EEJJ:-C: I ()  

lOKと圧力増加とともに増加した.(3)強磁性に近い状態にある化合物8rC02P2の純良単結品を育

成した.磁化率は200K以上でキュリーワイス則に従い，有効磁気モーメント μeff= 1.72μB/COで

わる.電子Jt主婦数 (̂=4男児J((l{2._mol)とえさf-'-dHtA-22呆測定から得竺ザ:イ.::7 pトp;_;有型質

量も 0.87から 7.2moと大きい.関連する物質の強磁性体LaC02P2についても dHvA効果の測定を

行いいくつかのブエルミ面を観測し，バンド計算の結果と比較した (4)パイライト化合物C08e2お

よび~C082 の純良な単結晶を CoBr2 の気相成長法で育成した. dHvA効果を測定し，バンド計算の結

果と比較した. C08e2 および C082 ともに比較的大きな有効質量 (2.6~19mo) であることがわかった.

これらの研究から，これらの Co化合物のCo-3d電子は遍歴しており，ブエルミ面には主に 3d電子

が寄与していることがわかった.また，この3d電子の相関の大きさが電子比熱やサイクロトロン有

効質量の大きさや磁性と密接に関連していることがわかった.

審査員の質疑応答がなされ，最終試験，論文の記述，研究についての評価が議論された.その結

果，提出された学位論文は博士の学位論文に相当するもの判断し学位論文の審査を合格とする.また，

論文発表会における発表ならびに質疑応答において，申請者は専門分野および関連分野の十分な知識

ならびに研究能力を有していること古河童認できたので最終試験を合格とする.
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